
 

中医協「第18回診療報酬改定結果検証部会」 

後発医薬品の使用状況調査では患者調査も実施 

 

 中医協の診療報酬改定結果検証部会は7月9日、2008年度改定の結果を検証するために

実施する9項目の特別調査のうち、08年度に調査する5項目の調査項目や調査対象などに

ついて議論した。 

▲検証部会は公益委員のみで構成する 

 
▲原医療課長（左から2人目）は今日が最後の中医協になる。武田経済課長（左端）は国保課長に就任予定 

 

 08年度に調査を実施するのは、①病院勤務医の負担軽減の実態調査、②外来管理加算の

意義付けの見直しの影響調査、③後発医薬品の使用状況調査、④後期高齢者にふさわしい

医療の実施状況調査1（後期高齢者診療料）、⑤同2（後期高齢者終末期相談支援料）――

の5項目。06年度から継続して実施している後発医薬品の使用状況調査では、新たに患者

調査も行い、後発医薬品への変更に関する患者の意識を明らかにする。また、6月25日の

中医協で凍結が決まった後期高齢者終末期相談支援料については、算定医療機関だけでは

サンプル数が少ないため、同様のことをしていながら点数を算定していない医療機関も調 
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査対象に加えるほか、患者・家族調査は同意が得られたすべての患者・家族を調査対象と

する方針。 

 委員からは、08年度改定の緊急課題だった病院勤務医の負担軽減について、「改定の前

後で医師の負担感や勤務体制等を比較できるような調査設計とすべき」「“負担感”を客観

的に見る尺度を作れないか」等の指摘が上がった。そのほか、後期高齢者にふさわしい医

療の実施状況調査については、「後期高齢者や家族がどのように考えているか、インタビュ

ー調査を実施する必要があるのではないか」との意見も出た。 

調査項目 主な調査項目 調査客体 調査スケジュール 

病院勤務医

の負担軽減

の実態調査 

・具体的な軽減策（処遇改善計画の内容）およびそ

の実施状況 

・医師の負担感 

・医師の業務内容 

・医師数、当直回数、平均勤務時間及び休日取得

状況等 

・外来患者数 

入院時医学管理加

算、医師事務作業

補助体制加算、ハイ

リスク分娩管理加算

を算定している保険

医療機関の中から

抽出した病院 

調査実施： 

08 年 11～12 月 

 

調査結果報告： 

09 年 2～3 月 

外来管理加

算の意義付

けの見直しの

影響調査 

＜医療機関に対する調査＞ 

・1 日あたり患者数 

・1 日あたり算定回数 

・1 日あたり診療時間 

・算定する患者の疾患 

・患者への説明内容 

＜患者に対する調査＞ 

・外来管理加算の認知度 

・医師の説明内容に対する理解度及び満足度 

保険医療機関の中

から抽出した病院、

診療所、保険医療

機関を受診したこと

のある患者 

調査実施： 

08 年 10～11 月 

 

調査結果報告： 

09 年 1～2 月 

後発医薬品

の使用状況

調査 

・処方せんに「変更不可」と記す件数とその理由 

・処方せん受付枚数、処方せんに「変更不可」と記さ

れた割合および後発医薬品への変更枚数 

・後発医薬品に変更することによる薬剤料の変化 

・後発医薬品の使用に関する医師、薬剤師および患

者の意識 

保険薬局・保険医

療機関の中から抽

出した薬局、保険医

療機関および患者 

調査実施： 

08 年 11～12 月 

 

調査結果報告： 

09 年 2～3 月 

後期高齢者

にふさわしい

医療の実施

状況調査 1

（ 後 期 高 齢

者診療料） 

＜医療機関に対する調査＞ 

・患者数、算定回数 

・後期高齢者診療計画書の内容 

・治療内容 

＜患者に対する調査＞ 

・後期高齢者診療料に対する認知度 

・通院医療機関数および通院回数 

・医師の説明内容に対する理解度及び満足度 

後期高齢者診療料

を算定している保険

医療機関の中から

抽出した保険医療

機関 

調査実施： 

08 年 10～11 月 

 

調査結果報告： 

09 年 1～2 月 

後期高齢者

にふさわしい

医療の実施

状況調査 2

（ 後 期 高 齢

者終末期相

談支援料） 

＜医療機関に対する調査＞ 

・算定の有無、算定している場合はその回数 

・患者の担当医となった経緯、その後の診療期間 

・相談内容、相談時間、話し合いに参加した人 

・文書提供の有無 

・文書の内容、文書を変更した場合の変更点および

その理由 

・文書提供は実施しているが、算定を行っていない場

合、その理由 

・改善すべき点 

＜患者・家族に対する調査＞ 

・後期高齢者終末期相談支援料に対する理解度 

・文書提供を受けることに対する評価 

・改善すべき点 

保険医療機関の中

から抽出した病院、

当該保険医療機関

を受診した患者・家

族 

調査実施：秋 

 

調査結果報告：

年度内 
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